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「久米城跡は、子ども
のころの遊び場でした。
3 年前から地域の皆さ
んと協力し整備を開
始。雑木の伐採、手す
り・階段の設置や案内
看板の作成等を行いま
した。見どころは南の
出城。横堀や堀切がよ
く残っていて、見ごた
えがありますよ」（久米町）

さん岩間  昭

久く

め

じ

ょ

う

米
城
〈
久
米
町
〉

久米城縄張図（作図  高橋宏和さん）

東の城と南の
出城をへだて
る堀切。その
上にかかる橋
は地元の皆さ
んの手作り。
奥が南の出城

曲輪　 山肌を削って設けた
平坦地

堀切　 尾根を分断するよう
に切った掘

虎口　城や曲輪の出入口
 横堀　 城や曲輪の周囲をと

りまく堀

東の城の本城。奥行
50ｍ、幅 30 ｍほど

久米城で唯一
の横堀。左の
斜面上が南の
出城。右側の
土塁でも高さ
2ｍはある

尾根伝いに侵入する敵を
防ぐ二重堀切。随所にみ
られる

鹿
島
神
社久

米
郵
便
局

N

久米城

久米町

久米小

山田川

久米十字路スーパーGS

こめ工房

玉造十字路

久米城位置図

西の城

↓

西の城物見台から
北側の眺望

東の城の本城。奥行
50ｍ、幅 30 ｍほど
東の城の本城。奥行
50ｍ、幅 30 ｍほど

西の城物見台から
北側の眺望
西の城物見台から
北側の眺望

中世、幾多の合戦の舞台となった久米城と山入城。
戦国時代を中心に、約 400年以上存在感を放ち続
けた、佐竹氏の〝夢の跡〟です。

東の城
西の城北の出城

南の出城↓↓↓
↓

西方を流れる山田川付近から久米城を望む

立
地
… 

国
道
２
９
３
号
久
米
十
字
路
を
北
に
進
む
と
、
往
時
の
城
下

と
思
わ
れ
る
台
地
が
あ
る
。
さ
ら
に
７
０
０
ｍ
進
み
、
右
手

の
鳥
居
を
入
っ
た
鹿
島
神
社
付
近
の
丘
陵
上
に
築
か
れ
て
い

る
。
本
城
の
標
高
は
約
１
０
１
ｍ
、
城
下
と
の
比
高
は
約
70
ｍ
。

歴
史
… 

鎌
倉
時
代
に
築
城
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
戦
国
時
代
末

期
に
は
、
佐
竹
一
門
の
佐
竹
北
家
の
本
拠
地
と
し
て
重
き
を

な
し
た
。

城
跡
… 

久
米
城
は
、
鹿
島
神
社
付
近
の
「
東
の
城
」、
そ
の
西
北
に
隣

接
す
る
テ
レ
ビ
中
継
局
付
近
の
「
西
の
城
」、
さ
ら
に
そ
の
北

側
の
「
北
の
出
城
」、東
の
城
の
南
側
の
尾
根
続
き
に
あ
る
「
南

の
出
城
」
の
４
つ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
東
の
城
が
久
米
城
の

中
心
部
で
、
標
高
約
１
０
１
ｍ
の
地
点
が
い
わ
ゆ
る
本
丸
に

相
当
す
る
。
こ
の
大
規
模
な
山
城
跡
に
は
、
曲く

る
わ輪
、

堀ほ
り
き
り切
、
竪た

て
ぼ
り堀
、
虎こ

ぐ
ち口
な
ど
の
遺
構
が
数
多
く
残
り
、

佐
竹
北
家
の
威
勢
を
物
語
っ
て
い
る
。
南
の
出
城

は
、
堀
切
、
竪
堀
な
ど
の
ほ
か
、
戦
国
時
代
末
期

に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
横よ

こ
ぼ
り堀
も
、
良
好
な
状

態
で
残
る
。

鹿島神社

↓
東の城
（本城）

南の出城

北の出城

↓
↓

↓

西方を流れる山田川付近から久米城を望む西方を流れる山田川付近から久米城を望む
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「この城で佐竹本家を
相手に、100 年間戦い
続けられたのは不思議。
城主・山入氏の資料は
残念ながら一切ありま
せんが、これだけの規
模の山城跡が残ってい
るのは貴重だと思いま
す。さらに環境を整備
して後世に伝えていけ
ればいいですね」（国安町）

さん岩間  正典

山や
ま
い
り
じ
ょ
う

入
城

立
地
… 

県
道
常
陸
太
田
大
子
線
の
松
平
交
差
点
を
棚
谷
方
面
へ
約

４
０
０
ｍ
進
む
と
、
右
側
に
入
口
看
板
が
あ
る
。
道
な
り
に
登

る
と
要
害
山
が
そ
び
え
る
。
案
内
板
や
説
明
板
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
標
高
約
１
９
１
ｍ
、
比
高
約
１
０
０
ｍ
。
市
指
定
史
跡
。

歴
史
… 

築
城
は
平
安
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
室
町
時
代
に

は
佐
竹
一
門
の
山
入
一
族
が
本
拠
を
お
い
て
勢
力
を
の
ば
し
た

が
、
佐
竹
家
の
家
督
争
い
か
ら
本
家
と
対
立
。
15
世
紀
か
ら
16

世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
約
１
０
０
年
間
の
抗
争
を
経
て
城
は
落

ち
、
山
入
一
族
は
滅
ん
だ
。
そ
の
後
も
佐
竹
氏
の
重
要
な
拠
点

で
あ
っ
た
。

城
跡
… 

山
入
城
は
城
の
中
心
・
本ほ

ん
く
る
わ郭
の
あ
る
要
害
山
、
そ
の
北
東
の
日

吉
神
社
の
あ
る
尾
根
・
東

ひ
が
し
く
る
わ

郭
、
そ
し
て
そ
の
谷
間
の
部
分
か
ら

な
る
。
本
城
の
中
心
部
に
向
か
っ
て
登
る
と
、
土ど

ば
し橋
と
そ
の
両

側
に
竪
堀
が
残
る
。
頂
上
の
標
高
約
１
９
１
ｍ
の
地
点
に
は
約

20
ｍ
四
方
の
平
坦
地
の
本
郭
が
あ
り
、
北
側
に
は
高
さ
２
メ
ー

ト
ル
程
度
の
櫓や

ぐ
ら
だ
い台
跡
が
あ
る
。
東
郭
と
の
間
の
谷
の
部
分
に
は

「
隠
し
田
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。

〈
国
安
町
〉

山入城縄張図（作図  高橋宏和さん）

N

山入城

和田町

松平町

国安町

棚谷町

山田小山田川

松平交差点

GS

山入城位置図地元の「国安げんき会」が設置した案内板。
雑木の間伐や道標の設置等も行っている

要害山頂上の
櫓台から本郭
越しに南方を
望む。本郭は
20 ｍ四方程度。
海まで見える

中央の土橋と
両側の竪堀。
上部（本郭側）
から見たとこ
ろ

竪堀　 山の斜面に等高線と
直角に掘られた空堀

 櫓台　 物見などを目的とし
た建造物の土台

山入城遠景（南東方向から）

本郭
（要害山）

東郭

隠し田

↓
↓

↓

本郭

東郭

隠し田土橋
竪堀

↓

↓

↓ ↓

山入城遠景（南東方向から）山入城遠景（南東方向から）山入城遠景（南東方向から）山入城遠景（南東方向から）
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澄
ん
だ
青
空
が
広
が
っ
た
１

月
12
日
、
平
成
26
年
成

人
式
が
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
男
性

３
４
１
人
、
女
性
３
５
０
人
の
合

計
６
９
１
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
。

華
や
か
な
振
り
そ
で
や
、
り
り
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

が
一
堂
に
会
し
、
久
し
ぶ
り
の
友

人
と
の
再
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
上
映
さ
れ
た

ス
ラ
イ
ド
で
は
、「
中
学

時
代
の
お
も
い
で
」
と
し
て
、
中

学
校
ご
と
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら

抜
粋
さ
れ
た
写
真
や
、
実
行
委
員

会
の
有
志
《
勇
士
！
》
が
「
新
成

人
バ
ン
ジ
ー
」
と
し
て
挑
戦
し
た
、

竜
神
大
吊
橋
で
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ

ン
プ
の
映
像
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、

歓
声
と
と
も
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
に
も
ト
ラ

イ
し
た
実
行
委
員
長
の
菊
池
隼
人

さ
ん
は
、「
時
代
と
と
も
に
変
化

す
る
世
の
中
で
、
豊
か
な
創
造
力

と
失
敗
を
恐
れ
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
持
ち
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

輝く未来へはばたく、常陸太田の新成人たち

先輩を祝福する高校生の姿も立派な大人へ “はばたく” 式場には笑顔があふれた

６
９
１
人
が
大
人
へ
の
第
一
歩

4

恩師とともに記念撮影恩師とともに記念撮影恩師とともに記念撮影

平成26年成人式
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成人式の準備・運営に力を発
揮した成人式実行委員の 4人
に、20 歳の抱負を聞きました。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
本

市
出
身
の
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー

「
Ｍメ

デ

ュ

ー

サ

ｅ
ｄ
ｕ
ｓ
ａ
」
と
、
地
元
の

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
踊

お
ど
り
く
る
う狂

＋プ
ラ
ス

10'S
Ｓテ

ン

ズ

ス

ナ

ッ

グ

Ｎ
Ｕ
Ｇ
」
に
よ
る
ダ
ン

ス
の
共
演
が
行
わ
れ
、
華
麗
な
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
で
成
人
式
に
華
を
添

え
て
い
ま
し
た
。

Ambition of 20 years old

こ
れ
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
出
会

い
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

成
人
と
し
て
の
決
意
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菊池 隼人
（天下野町）

成人式実行委員長

根本 沙弥佳
（下大門町）

成人式副実行委員長

さんさん

平山 勇樹
（花房町）

成人式副実行委員長

久本 早織
（真弓町）

成人式副実行委員長

さんさん

平成 26 年成人式

た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
20
歳
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
大
人

と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

周
り
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
、
今
日
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
成
人
式
の
前
日

に
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
と
い
う
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
恐
怖
を
克
服
で
き
た

達
成
感
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

成
人
の
日
を
迎
え
、
ま
だ
学
生
の
私
も
「
つ

い
に
大
人
だ
」
と
少
し
ず
つ
自
覚
を
持
て
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
支
え

て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か

ら
は
支
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
も
っ
と
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
。

二十歳の抱負

ダンスのアトラクション。マイクで話している
のがプロダンサーのMedusa さん

懐かしい恩師の皆さんもスライド
に登場

バンジージャンプに挑戦した
実行委員会の皆さん
バンジージャンプに挑戦した
実行委員会の皆さん
バンジージャンプに挑戦した
実行委員会の皆さん
バンジージャンプに挑戦した
実行委員会の皆さん

5
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✿人
権
作
文
で
入
賞

第
33
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

県
大
会
に
お
い
て
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま

し
た
。

「お母さんは耳が不自由なの
ですが、お母さんの小学生の
時の体験談をもとに作文を書
きました。賞をいただきとて
もうれしいです」

「今回作文を書くことで、人権
について深く考える機会を得ま
した。また、同年代の人たちの
経験や意見に触れることで、人
権を守る努力をしなければなら
ないと改めて思いました」

「当たり前のことを当たり前にす
ることこそ、人権について考え
るときの原点だと曾祖母の死か
ら学びました。曾祖母から学ん
だ『人として大切なこと』を常に
心がけて生活していきたいです」

大谷  真広 さん  海老原  弥南 さん  萩谷 俊介 さん  

優
秀
賞

優
秀
特
別
賞
（
県
教
育
長
賞
）

優
秀
特
別
賞

　
（
茨
城
新
聞
社
長
賞
）

（太田中3年） （太田中3年） （峰山中1年）

「
私
の
生
き
方
」

「
曾
祖
母
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

「
私
の
母
の
違
う
と
こ
ろ
」

✿おめでとうございます

✿太
田
中
野
球
部

太
田
ベ
ア
ー
ズ

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
日
本
一

昨
年
12
月
８
日
、
岩
手
県
滝
沢
村
（
現
滝
沢
市
）
で
開
催
さ
れ
た
、

「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
２
０
１
３
全
国
大
会
」
に
お
い
て
、

太
田
中
野
球
部
が
優
勝
し
、
日
本
一
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
中
学
生
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
正
確
さ
と
ス
ピ
ー

ド
を
競
う
も
の
で
、
各
県
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
36
チ
ー
ム
が
参

加
。
１
チ
ー
ム
９
人
が
７
ｍ
離
れ
て
向
か
い
合
い
、
2
分
間
で
何
回

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
き
た
か
を
競
う
も
の
。
主
将
の
照
沼
汰
一
さ
ん

は
、「
準
決
勝
で
１
２
７
回
、
決
勝
で
は
１
２
８
回
、
プ
ロ
野
球
選
手

と
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で

は
１
３
０
回
、
ミ
ス
も
少

な
く
投
げ
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
緊
張
し
ま

し
た
が
優
勝
が
決
ま
っ
た

瞬
間
は
、
本
当
に
う
れ
し

く
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
毎
日
練
習
に
励
ん
だ

結
果
だ
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

プロ野球選抜にも
勝利した

✿社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

「民生委員の委嘱を受け
16年。市内で一番多くの
530 軒を担当しています
が、皆さんのご協力に感
謝しています。引き続き
ボランティア精神をもっ
て務めていきます」

✿昨
年
11
月
に
開
催

さ
れ
た
、
第
９
回
読

売
新
聞
杯
学
童
親
善

野
球
大
会
で
、
太
田

ベ
ア
ー
ズ
が
準
優
勝

し
ま
し
た
。
日
立
市

で
行
わ
れ
た
大
会
に

は
県
内
各
地
か
ら
64

チ
ー
ム
が
出
場
。
太

田
ベ
ア
ー
ズ
は
、
強

豪
を
打
ち
破
っ
て
決

勝
に
進
み
ま
し
た
。

少
年
野
球
大
会
で
準
優
勝

大森  勝芳 さん  

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
大
森
勝
芳
さ
ん
（
真
弓

町
）
が
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
充
実
に
尽
力

さ
れ
た
と
し
て
、
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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✿
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

県
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
茅
根
空
良

さ
ん
（
太
田
中
３
年
）
が
、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
の
部
で

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
な
お
、
市
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
も
行
わ
れ
、
左
記
の
皆
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

﹇
敬
称
略
﹈

茅根  空良 さん

「お年寄りの心のすき間を狙った犯罪は、
少しずつ形を変えて、複雑化している
ように感じます。お年寄りだけでは防
ぐことは難しいですが、家族や身近に
いる人が気付いてあげられたら、防犯
につながると思います。私も気を付け
て積極的に話しかけたいと思います」

▼ 

太
田
地
区
防
犯
協
会
長
賞
／
小
学
生　

梅
原
伊
織（
世
矢

小
）
／
中
学
生
振
り
込
め
詐
欺
防
止　

根
本
実
奈（
南
中
）

／
中
学
生
少
年
非
行
防
止　

生
田
目
優
衣
（
瑞
竜
中
）

▼ 

太
田
警
察
署
長
賞
／
小
学
生　

篠
原
七
海
（
佐
竹
小
）
／

中
学
生
振
り
込
め
詐
欺
防
止　

沼
田
玲
菜（
瑞
竜
中
）
／
中

学
生
少
年
非
行
防
止　

武
子
夏
蓮
（
太
田
中
）

▼ 

警
察
官
友
の
会
太
田
支
部
長
賞
／
小
学
生　

上
野
真
桜（
機

初
小
）
／
中
学
生
振
り
込
め
詐
欺
防
止　

栗
山
悠
瑠（
瑞
竜

中
）
／
中
学
生
少
年
非
行
防
止　

山
田
悠
功（
太
田
中
）

▼ 

佳
作
／
小
学
生　

木
村
駿
太（
太
田
小
）
／
中
学
生
振
り
込

め
詐
欺
防
止　

阿
部
実
咲
（
瑞
竜
中
）
／
中
学
生
少
年
非

行
防
止　

興
野
文
樺
（
里
美
中
）

✿い
ば
ら
き
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
大
賞
奨
励
賞

「
い
ば
ら
き
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」や「
地

域
の
元
気
」
に
つ
な
が
る
幅
広
い
活
動
を

表
彰
す
る
、今
年
度
の
「
い
ば
ら
き
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
大
賞
」
に
お
い
て
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
Ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ
（
ル
リ
エ
）
が

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
設
け
ら
れ
た
こ
の
賞
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
今
年
で
８
回
目
。

今
年
度
は
自
薦
他
薦
あ
わ
せ
２
０
５
件

の
応
募
が
あ
り
、
橋
本
昌
知
事
を
委
員
長

と
す
る
有
識
者
８
人
に
よ
り
選
考
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

受賞した地域おこし協力隊の皆さん

昨
年
12
月
25
日
〜
28
日
、
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
た
第
27
回
全
国
都
道

府
県
対
抗
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
澤
畑
杏
花
さ
ん
・
大
畠
美

樹
さ
ん
（
と
も
に
峰
山
中
３
年
）
が
県
選
抜
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
選
抜
で
全
国
大
会
出
場

✿バレバレ

「県選抜チームでは、県外遠征など
もあり楽しかったです。大会では決
勝リーグまで勝ち進んだものの大分
県チームに負けて残念。全国のレベ
ルに接することができ大変勉強にな
りました」

「4 カ月間、強化合宿など普段の練
習とは違った練習ができ大変勉強に
なりました。試合では、決勝リーグ
まで勝ち残ることができとてもうれ
しかったです」

大畠  美樹 さん　㊧

澤畑  杏花 さん　㊨

✿昨年
11
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
13
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
県
予
選
会
に
お
い
て
、
後
藤
聖
貴
く
ん
（
太
田
小
４
年
）
と
、

小
濵
真
彦
く
ん
（
西
小
沢
小
４
年
）
の
ペ

ア
が
第
３
位
に
入
り
、
３
月
に
行
わ
れ
る

全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
全
国
の
舞
台
へ

「県大会では 3位の成績を
残せてうれしかったです。
全国大会では 1ポイント
を大切に、全力で試合に
のぞんでいきたいです」

「全国大会に出場すること
ができて、とてもうれし
いです。茨城県の代表と
してがんばります」

「いつもお世話になっている皆さんに感謝の気持ち
でいっぱいです。発信してきた常陸太田市の魅力が、
県の魅力アップにもつながり光栄です。来年度メン
バーが変わっても、頑張っていきたいと思います」

小濵  真彦 くん　㊧

後藤  聖貴 くん　㊨



8

今月の朝市は 2月 16 日日に市役所駐車場で開催します！

里
美
地
区
で
農
薬
や
化
学
肥
料
、
除
草

剤
を
一
切
使
わ
ず
野
菜
や
穀
物
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
平
飼
い
の
鶏
舎
で
雛ひ

な

か
ら
育

て
た
鶏
の
卵
「
コ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
卵
」
や
、

地
元
在
来
種
の
青
大
豆
か
ら
こ
だ
わ
り
の

納
豆
屋
で
作
っ
た
「
ま
っ
た
り
〜
納
豆
」

な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
鶏
の
え
さ
は
、

県
内
産
小
麦
や
畑
の
野
菜
く
ず
、
お
か
ら

な
ど
安
心
で
き
る
も
の
を
与
え
て
い
ま
す
。

有
精
卵
で
生
命
力
が
あ
る
卵
は
、
里
美

の
自
然
の
賜た

ま
も
の物
な
の
か
「
嫌
な
臭
み
が
無

い
」
と
卵
が
苦
手
な
お
客
様
に
も
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
里
美
の
パ
ン
の
店「
こ
こ
ろ
」

の
国
産
小
麦

100
％
使
用
の

天
然
酵
母
パ

ン
も
あ
り
ま

す
よ
。
ぜ
ひ

一
度
食
べ

て
み
て
く

だ
さ
い
。

里
美
の
自
然
が
育
て
た
こ
だ
わ
り
食
材

木
の
ぬ
く
も
り
を
届
け
た
い

新
鮮
な
農
産
物
等
で
毎
回
好
評
の
常
陸
太

田
朝
市
。
魅
力
あ
る
商
品
を
発
信
す
る
出
店

者
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

農
政
課
（
内
線
６
１
５
）

ま
っ
た
り
〜
村
の
小
さ
な
農
園

　
　
　

北
山 
弘
長
さ
ん
（
小
菅
町
）

手間と愛情が
たっぷり

ま
っ
た
り
〜

村
さ
ん
に
誘
わ

れ
一
緒
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

木
の
ぬ
く
も
り

が
感
じ
ら
れ
る
家
具
や
木
工
品
を
出
し
て

い
ま
す
。
扱
う
材
木
は
山
桜
が
一
番
多
い

で
し
ょ
う
か
。
栗
な
ど
の
広
葉
樹
も
多
い

で
す
ね
。
材
木
の
乾
燥
に
5
年
〜
10
年
ほ

ど
か
け
て
、
作
品
に
す
る
の
に
木
と
語
り

合
い
な
が
ら
一
番
い
い
形
に
な
る
よ
う
仕

上
げ
ま
す
。
お
客
様
か
ら
は
手
触
り
が
よ

い
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
朝
市
で
注
文
を

受
け
て
お
客
様
の
希
望
の
も
の
を
作
る
の

も
楽
し
い
で
す
ね
。
店
は
構
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
西
山
の
里
桃
源
で
常
設
販
売
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ

自
宅
工
房
に
も

来
て
い
た
だ
い

て
、
作
品
を
見

て
触
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

木
工
房
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ　

　
　
　

佐
々
木 

武
さ
ん
（
小
妻
町
）

made in
 Hitachiota

逸品
黄門さまの印籠焼

米菱醤油

アトピーキラー

やわらかなデザインの
ものが多く並ぶ
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高血圧予防

2

キ ラ リ 健 や かコ コ ロ と カ ラ ダ 問健康づくり推進課☎ 73-1212

高血圧予防

4
高血圧予防

3

高血圧予防

1高血
圧
と
は

「
血
圧
」
と
は
、
全
身
に
血
液
を
送
り
出

す
と
き
に
、
血
管
の
壁
に
か
か
る
圧
力
の
こ

と
。
こ
の
圧
力
が
高
い
状
態
が
高
血
圧
で
す
。

【
血
圧
の
目
標
値
】最

高
血
圧

（
収
縮
期
血
圧
）

最
低
血
圧

（
拡
張
期
血
圧
）

高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
１
４
０
㎜
Hg

　
　
　
　

未
満

90
㎜
Hg
未
満

若
年
者

中
年
者

１
３
０
㎜
Hg

　
　
　
　

未
満

85
㎜
Hg
未
満

　

※
こ
の
数
値
よ
り
高
い
状
態
が
高
血
圧

高
血
圧
特
有
の
自
覚
症
状
は

高
血
圧
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
自

覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
痛
、

肩
こ
り
、
息
切
れ
、
発
汗
な
ど
は
、
高
血
圧

特
有
の
症
状
で
は
な
い
の
で
、
症
状
だ
け
で

高
血
圧
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
、
高
血
圧
は
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー

（
静
か
な
る
殺
人
者
）
と
い
わ
れ
る
理
由
で
す
。

高
血
圧
を
放
置
す
る
と

血
圧
の
高
い
状
態
が
長
く
続
く
と
、
血
管

が
傷
み
動
脈
硬
化
が
促
進
さ
れ
、
血
液
の
流

れ
を
悪
く
し
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
命
に

か
か
わ
る
重
い
障
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

高
血
圧
を
予
防
す
る
に
は

　

食
生
活

◇ 

塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

 

私
た
ち
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
塩
分

は
１
日
３
ｇ
。
健
康
な
食
生
活
を
送
る

に
は
、
男
性
で
は
９
ｇ
未
満
、
女
性
で

は
７
・
５
ｇ
未
満
で
す
。
ま
た
、
高
血

圧
と
診
断
さ
れ
た
方
は
１
日
６
ｇ
未
満

に
抑
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇ 

野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う

　

 

野
菜
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
に
は
、
と

り
過
ぎ
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
分
）
を

排
出
し
や
す
く
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

野
菜
は
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
食
べ
ま

し
ょ
う
。

◇
肥
満
を
予
防
・
改
善
し
ま
し
ょ
う

　

 

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
は
動
脈
硬
化
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
肥
満
を
解
消
す
る
こ
と

で
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。

◇
節
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
 

適
量
と
は
、
日
本
酒
な
ら
１
合
、
ビ
ー

ル
な
ら
中
ビ
ン
１
本
、
焼
酎
な
ら
半
合

弱
程
度
で
す
。

１Po i n t

高
血
圧
を
予
防
し
よ
う

定
期
的
に
血
圧
を
測
定
し
、
早
め
の
対
策
を

　

運
動

◇ 

適
度
な
運
動
は
血
圧
を
下
げ
た
り
ス
ト

レ
ス
解
消
と
い
う
点
か
ら
も
効
果
的
で

す
。

　
　

◆
こ
ん
な
時
は
注
意
◆
↓

   

日
常
生
活

 

◇ 

急
激
な
温
度
の
変
化
は
血
圧
を
上
げ
、

時
に
は
脳
出
血
な
ど
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
特
に
入
浴
の
際
は
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

　

○ 

脱
衣
所
や
浴
室
を
あ
ら
か
じ
め
暖
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
湯
温
は
38
〜

40
℃
に
。

　

○ 

肩
ま
で
ど
っ
ぷ
り
つ
か
る
と
心
臓
へ

負
担
が
か
か
る
の
で
、
半
身
浴
が
お

す
す
め
で
す
。

２Po i n t３Po i n t
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 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

寄り道マップが完成

ちょっと
寄り道

今
月
は
西
宮
町

来月は、西宮町の
「宮 」つながりで、
里野宮町さんにお
願いします。

紹介者　
西宮町
宮原輝夫さん

西宮町には西宮神社があり、神社の社務所の右
手には小さな神

みこ し

輿を入れておく神輿殿があります。
神社の由緒によると、西金砂神社、東金砂神社の
磯出大祭礼のときに使用された子どもお神輿の一
部のようです。残念ながら類焼により社殿等が焼
失したため時代を特定することができませんが、
当時も 11 年前に行われた磯出大祭礼と同じよう
に多くの観衆のなか行列に加わったかもしれませ
ん。今では、神輿殿の格子越しにしか見ることが
できませんが町内のお宝です。また、社殿の隣り
には集会所があり、老人会や町会など町民の交流
の場としても利用されています。お神輿   

里川町で鳥追い体験
1 月 12 日、里川町で毎年恒例の鳥追いまつりが開催されま
した。各地で行われる伝統行事の “鳥追い” を体験しようと、
市内外から 26 人の親子連れが参加。鳥追い小屋づくり、もち
つき、まゆ玉づくり、豆腐田楽づくりなど、地域の方に教わり
ながら子どもたちは貴重な時間を過ごしました。

まゆ玉づくりに挑戦 色とりどりのまゆ玉を
飾ったよ 

みんなでもちつき体験をしたよ
竹で豆腐田楽に使う
くしづくり

   西宮神社 

太田一高ＪＲＣ部は、昨年の6月から『寄り道マップ』の作成を
開始しました。これは通学路でもある鯨ケ丘の魅力を知ってもらお
うと、市や地元商店の協力のもとに行われたもの。高校への通学路
でおなじみのお店の文化や歴史などを満載したＡ3サイズのマップ
はこのほど完成。鯨ケ丘の各店舗や高校の説明会、また3月から行
われるスロータウン鯨ケ丘ひなまつりなどで配布される予定です。
部長の斉藤倫子さんは「部員の目線でお店を選択、取材し、イラ
ストも部員一人ひとりが工夫をこらし描きました。マップにはお店
の特典なども紹介していますので、多くの人に活用してほしいです。
まだまだ取材しきれなかったお店がありますので、これから第2弾・
第3弾と作っていきたいです」と語ってくれました。

もちに色をつけてまるめたよ

ぜひ、活用してください 7班に分かれて取材

みんなで記念撮影ハイポーズ
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地域の力×ボランティア学生

安全→安心→おいしい

女性パワーの可能性

　　　　　　　　　　12月 24日、　
　　　　　　　　　持方集落のアツ
　　　　　　　　　ミカブの収穫と
　　　　　　　　　漬物づくりのお
　　　　　　　　　手伝いをさせて
　　　　　　　　　いただきました。
　　　　　　　　持方では、漬物加
　　　　　　　　工所を 12 月に新
設し、今回はその記念すべき第一号
となる漬物です。紅紫色でほんのり
とした辛味と、酸味・
甘味が絶妙においし
く、大量にいただい
たにもかかわらず、
朝晩7日間で食べき
りました。この「お
いしい」は自分で収穫•加工したとい
う事も大きいと思います。また、人
がおいしいと感じる条件に「安全や
安心」が含まれます。だから生産者
の顔が見えるものや家族が作ってく
れたものは信頼でき、おいしいと言
えるのだと思います。

また、12 月から「常陸太田市特産品
認証制度」PR ポスターの制作を手伝
わせていただいています。この制度
は「常陸太田市でつくられ安全•安心
で、品質に見合う価格」ということ
を認証する制度で、認証品を率先し
て使っていただくと地域の活性化に
つながります。さらに市外の人へオ
ススメできれば、
誇りになりま
す。「安全→
安心→おいし
い」は地域活
性化の武器に
なると思います。

里美地区内の商工会女性部の方に
声をかけていただき、1月 16日に、
部員の方に向けて地域おこし協力
隊活動のお話をさせていただきま
した。普段の活動のことやそこか
ら見える里美地区の魅力を地域の
方と共有することができて良かっ
たと思います。出席した方からも
｢里美地区の魅力を改めて知るこ
とができた｣という感想をいただ
きました。同じ女性ということも
あり、今後の活動でも何か連携で
きることがあれば、新しいパワー
を秘めているのではないかという
可能性も感じました。また外部へ
の情報発信や活動発表などを行っ
ていますが、まずは内部の方に地
域の魅力を認識してもらうことが
外部へ PR する時の土台となり、
地域の魅力を向上させるのだと感
じました。さまざまな場所で発表
する機会をいただいていますが、
自分たちの活動を改めて人に説明
することは自分たちにとっても活
動を振り返る良い機会となってい
ます。

12 月 22 日に、赤土町主催で「赤
土あおぞら塾」が行われました。
市内外の親子や、地元の方、学生
ボランティアなど 100 人以上が参
加。門松づくりや餅つき、大助人
形づくりなどで交流を深めました。

今回は太田一高の JRC 部から、ボ
ランティアが 10 人以上参加してく
れるとのことだったので、協力隊
は事前に役割分担を考え、高校に
出向き当日の流れの説明を行い、
分担を決めました。
学生がボランティアとして参加す
ることで、参加者の立場だけでは
なく行事の裏側を経験したり、
その中で地域
の雰囲気や住
んでいる人の
ファンになっ
て帰っていく
学生もいます。
ワークショップの「赤土の好きな
ところ」では、参加者の方からは
もちろん、学生からも「また行き
たい」という声がたくさんありま
した。今後も地域の力とボランティ
アがさらにつ
ながるような
仕組みを考え
ていきたいで
す。

11
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市民提案型まちづくり事業
自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとするグループや団体等を応援する事業で、6年目を
迎えた今年度は 18 団体を採択しました。各団体の活動状況を随時紹介していきます。問市民協働推進課（内線 217）

▼▼▼
▼ ▼ ▼

皆さんのアイデアをまちづくりに!!

平
成
21
年
に
行
っ
た
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
の
「
お

宝
探
し
」
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
に
残
る
貴
重
な
「
お
宝
」

を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
お
宝
の

案
内
板
や
説
明
板

の
設
置
、
周
辺
の

環
境
整
備
、
お
宝

マ
ッ
プ
の
作
成
な

ど
を
行
っ
て
き
ま

お
宝
さ
が
し
で
地
域
づ
く
り

【
天
神
林
お
宝
探
し
実
行
委
員
会
】　

し
た
。
今
年
度
は
、
散
策
コ
ー

ス
の
整
備
や
案
内
人
養
成
の

勉
強
会
、
散
策
の
モ
デ
ル
コ
ー

ス
設
定
の
ほ
か
、
３
月
に
は
、

町
内
で
の
ハ
イ
キ

ン
グ
会
や
お
宝

マ
ッ
プ
の
看
板
設

置
を
行
う
予
定
で

す
。
今
後
も
地
域

の
活
性
化
と
ふ
る

さ
と
を
大
切
に
す

る
心
を
育
て
て
い

き
ま
す
。

代
表　

梶
山
義
光
さ
ん
（
天
神
林
町
）

真
弓
町
に
あ
る
真
弓
山
と

台
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
、
誰
も
が
安
心
し
て
ハ
イ

キ
ン
グ
で
き
る
コ
ー
ス
と
し

て
整
備
を
し
て

い
ま
す
。
今
年

度
は
10
月
か
ら

12
月
に
か
け
て

ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備

を
実
施
し
、
急

傾
斜
地
の
階
段

の
整
備
や
ロ
ー

真
弓
山
整
備
で
地
域
交
流

【
真
弓
山
・
台
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
保
全
隊
】　

プ
手
す
り
等
の
設
置
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
、
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
を
と
お
し
て
地

域
の
元
気
づ
く

り
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、

コ
ー
ス
を
訪
れ

る
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
と
お
し

た
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き

ま
す
。

代
表　

黒
澤
一
治
さ
ん
（
真
弓
町
）

会
員
手
作
り
の
つ
る
し
飾

り
で
、
西
山
の
里
「
桃
源
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
イ
ベ
ン
ト
会

場
を
飾
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
ス

ロ
ー
タ
ウ
ン
鯨

ケ
丘
に
あ
わ
せ

て
、
Ｊ
Ｒ
常
陸
太

田
駅
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
に
１
６
０
本

つ
る
し
飾
り
で
街
を
活
性
化

の
つ
る
し
雛
を
飾
り
つ
け
、
駅

利
用
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。
こ
の
つ
る
し
雛
は
３
月

い
っ
ぱ
い
飾
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
今
後
も
つ

る
し
飾
り
で
市
内
の

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
る
と
と
も
に
体
験

教
室
な
ど
も
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

郷
土
愛
の
醸
成
や
地
元
の

良
さ
の
再
認
識
と
拡
大
を
図

る
た
め
に
民
話
マ
ッ
プ
の
作

成
を
し
て
い
ま
す
。

民
話
マ
ッ
プ

で
は
、
民
話
を
地

図
や
写
真
、
イ
ラ

ス
ト
と
と
も
に

わ
か
り
や
す
く

紹
介
。
今
年
度

は
、
常
陸
太
田
地

区
に
伝
わ
る
民

話
20
話
を
ピ
ッ

民
話
を
と
お
し
て
郷
土
愛
を

【
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
文
庫
】　ク

ア
ッ
プ
し
編
集
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
3
月

15
日
に
は
民
話
マ
ッ
プ
完
成

お
は
な
し
会
を
図
書
館
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

今
後
も
、
民
話

マ
ッ
プ
を
巡
る
イ

ベ
ン
ト
や
市
内
に

残
る
民
話
に
つ
い

て
も
調
査
を
進
め
、

民
話
マ
ッ
プ
の
拡

充
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

代
表　

松
本
敏
江
さ
ん
（
馬
場
町
）

【
布ふ
ゆ
う遊
】　

代
表　

石
月
ひ
ろ
子
さ
ん
（
中
城
町
）
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区 分 内　容 支給額

管理職手当
部長 給料月額の

12％の額

課長 給料月額の
10％の額

扶養手当
配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族 6,500円

住居手当 借家・借間 27,000円以内

通勤手当
交通機関 55,000円以内

交通用具利用者 2㎞以上の距離に応じて支給
 2,000～

24,500円

市職員の給与・定員管理をお知らせします
問総務課人事係（内線 341）

本市職員の給与は、地方公務員法の規定に基づき条例で定められており、すべて議会の審議を
経て決められています。

《職員給与・定員管理に関する取り組み》
本市では、常陸太田市行政改革大綱の実施計画等に基づき、人件費に関して次のような取り組みを行っています。
①平成 18年 4月から、市長・副市長・教育長の給料月額 5％減額および管理職手当の 10％減額を行っています。
② 平成 22 年度を起点とした定員管理適正化計画を策定し、平成 26年度末までに 10.4％（70 人）の市職員数
の削減を行っています。
③ 平成 25年 7月から平成 26年 3月までの特例措置として、市長・副市長・教育長は給料月額の 10％、一般職
は職位に応じて給料月額の 2.72 ～ 5.57％、議員は報酬月額の 5％を減額することにより、約 8,100 万円の削
減が見込まれます。

●人件費の決算状況（平成 24年度）
右のグラフは、平成 24年度普通会計の決算状況です。 
人件費は「職員人件費」と「その他の人件費」の合計で、
歳出全体の 20.1％（50億 2,471 万 1千円）になります。
※ 「普通会計」とは、国民健康保険事業、介護保険事業、
水道事業、下水道事業等の公営事業会計以外のものをい
います。

※ 「その他の人件費」とは、市長等給与、議員報酬、行政
委員等報酬などです。

●職員の平均給料月額および平均年齢の状況（Ｈ25.4.1現在）
平均給料月額 平均年齢

一般行政職 332,800円 44.6歳
※ 「一般行政職」とは、一般職のうち消防士、保育士、幼
稚園教諭等以外の職員です。
●特別職の給料等の状況（Ｈ25.4.1 現在）

区　分 給料月額等 期末手当

給料
市長 840,800円（885,000円）

6月期 1.40月分
12月期 1.55月分

計 2.95月分

副市長 669,800円（705,000円）
教育長 631,800円（665,000円）

報酬
議長 460,000円
副議長 415,000円
議員 395,000円

※ （　　）は 5％減額前の額です。
●職員の初任給の状況（Ｈ25.4.1 現在）

区　分 常陸太田市
初任給

国
初任給

一般行政職
大学卒 172,200円 163,987円（172,200円）
高校卒 140,100円 133,418円（140,100円）

●職員手当の状況（Ｈ25.4.1 現在）
区　分 内　容

期末手当

勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.645月分

12月期 1.375月分 0.645月分
計 2.600月分 1.290月分

●部門別職員数の状況（Ｈ25.4.1 現在）
部　門 職員数

一般
行政

議会 6
総務 101
税務 29
民生 90
衛生 34
農水 33
商工 19
土木 42
小計 354

●定員管理適正化計画

区　分 起　点
（H22.4.1）

H23.4.1
現在

H24.4.1
現在

H25.4.1
現在

H22.4.1～H27.4.1 
計画の目標値

行政職 532人 516人 505人 488人 474人
消防職 83人 85人 87人 88人 85人

技能労務職 55人 52人 49人 48人 41人
合　計 670人 653人 641人 624人 600人

増減（起点比） △ 17人 △ 29人 △ 46人 △ 70人
増減率（起点比） △ 2.5％ △ 4.3％ △ 6.9％ △ 10.4% （注）職員数は一般職に属する職員数であり、特別職や非常

　　  勤職員等は含みません。

人件費以外［79.9％］
199億4,571万 5千円

その他の
人件費［7.3％］
18億1,408万3千円

職員人件費［12.8％］
32億1,062万8千円

平成 24 年度 普通会計歳出決算状況
〈歳出総額 249 億 7,042 万 6 千円〉

定員管理

給　与

※（　　）は、給与改定・臨時特例法による減額前の額です。

部　門 職員数

特別
行政

教育 118
消防 88
小計 206

公営
企業
会計

水道 27
下水道 12
その他 25
小計 64

合　計 624
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公
共
施
設
の
現
状
は

『
常
陸
太
田
市
公
共
施
設
白
書
』
の
概
要

将
来
の
人
口
の
予
測

本
市
で
は
、
昭
和
50
年
代
か
ら

60
年
代
に
か
け
て
、
社
会
環
境
の

変
化
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
小
・
中
学

校
や
市
営
住
宅
、
文
化
施
設
な
ど

を
集
中
し
て
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
16
年
に
１
市
１
町

２
村
が
合
併
し
、
合
併
前
に
整
備

さ
れ
た
公
共
施
設
を
そ
の
ま
ま
の

形
で
引
き
継
ぎ
、
文
化
施
設
や
観

光
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施

設
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

現
在
、
全
国
で
高
度
経
済
成
長
期
な
ど
に
造
ら
れ
た
多
く
の
公
共
施
設
等
が
老
朽
化
し
て

き
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
集
中
し
て
更
新
時
期
（
大
規
模
改
修
・
建
替
え
時
期
）
を
迎
え
、
そ

れ
に
か
か
る
費
用
が
一
斉
に
必
要
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
、
ま
ず
、
保
有
し
て
い
る
公
共
施
設
の
全
体
像
を
と
ら
え
、
そ

の
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
共
施
設
の
建
物
の
状
況
、
維
持
管
理
コ
ス

ト
、
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
、
将
来
の
更
新
費
用
（
大
規
模
改
修
・
建
替
え
費
用
）
な
ど
を
ま
と

め
た
「
公
共
施
設
白
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

対
象
と
し
た
施
設
は
、
小
・
中
学
校
、
公
民
館
、
保
育
所
、
消
防
施
設
、
市
営
住
宅
な
ど

の
２
７
６
施
設
、１
０
８
１
棟
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
延
床
面
積
は
約
27
万
３
千
平
方
メ
ー

ト
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
６
個
分
）
に
な
り
ま
す
。

問
政
策
推
進
室
（
内
線
３
４
７
）

〜
約
半
数
が
30
年
を
経
過
〜

〜
２
０
４
０
年
に
は
約
３
万
５
千
人
に
〜

本
市
の
人
口
は
、
昭
和
45
年

は
６
万
４
８
９
０
人
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
24
年
に
は

５
万
７
４
８
８
人
と
減
少
し
て
お

り
、
現
状
で
推
移
す
れ
ば
、
平
成

52
年
に
は
約
３
万
５
千
人
に
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
世
帯
数

は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
核
家

族
化
の
進
行
に
伴
い
、
一
世
帯
当

た
り
の
人
数
は
減
少
し
て
お
り
、

今
後
も
少
子
化
の
進
行
に
伴
い
さ

ら
な
る
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
う
ち
、

大
規
模
改
修
の
目
安
と
な
る
建
築

か
ら
30
年
を
経
過
し
た
建
物
の
延

床
面
積
が
約
41
％
と
半
数
近
く
を

占
め
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
な
ど
の
人
口
動
態
の
変

化
や
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
利
用
率
が

低
下
し
て
き
て
い
る
施
設
も
あ
る

な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
い
ま
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

い
ま
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将
来
必
要
と
な
る
更
新
費
用

は
、
約
１
０
８
７
億
円

現
在
保
有
す
る
公
共
施
設
を
今

後
も
同
じ
延
床
面
積
で
更
新
（
大

規
模
改
修
・
建
替
え
）
す
る
と
仮

定
し
、
今
後
40
年
間
の
更
新
に
必

　　公共施設のいま、そしてこれから

公
共
施
設
の
再
編
・
再
配
置
に
当
た
っ
て
は
、
行
財
政
の

効
率
化
と
い
う
観
点
は
も
と
よ
り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

念
頭
に
置
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
の
世
代
に
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
良

い
資
産
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜 
約
半
数
は
財
源
不
足
で

更
新
不
可
能
〜

要
な
費
用
を
試
算
し
た
結
果
、
約

１
０
８
７
億
円
、
１
年
当
た
り
約

27
億
円
が
必
要
と
の
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
過
去
５
年
間
の
公
共

施
設
の
整
備
費
（
公
共
施
設
に

係
る
投
資
的
経
費
決
算
額
）
の

平
均
額
で
あ
る
約
15
億
円
が
、
今

後
40
年
間
確
保
で
き
た
場
合
で

も
、
必
要
と
な
る
更
新
費
用
の
約

１
０
８
７
億
円
に
対
し
、
確
保
可

能
な
財
源
は
約
６
０
０
億
円
程
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
更

新
で
き
る
公
共
施
設
は
現
在
の
約

55
％
程
度
と
い
う
こ
と
が
推
計
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら

『常陸太田市公共施設白書』の概要

施
設
の
量
と
質
の
見
直
し
へ

今
後
、
ま
す
ま
す
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
に
伴
う
税
収
の
減
少

や
、
老
年
人
口
の
増
加
に
伴
う
社

会
保
障
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
投
資
的
経
費
を

現
在
の
水
準
で
維
持
す
る
こ
と
自

体
、
困
難
な
状
況
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
保
有
す
る
施
設
す

べ
て
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
は
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
必

要
性
や
劣
化
状
況
に
応
じ
て
、
優

先
順
位
を
整
理
し
更
新
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
、
施

設
の
多
機
能
化
・
複
合
化
、
統
廃

合
、
他
用
途
へ
の
転
用
な
ど
施
設

の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
方
向
性
と
基
本
的
な

考
え
方

修
繕
工
事
を
行
い
、
耐
用
年
数

を
可
能
な
限
り
延
長
し
、
更
新

費
用
（
大
規
模
改
修
・
建
替
え

費
用
）
の
平
準
化
や
財
政
負
担

を
軽
減
し
て
い
き
ま
す
。

○
維
持
管
理
費
の
削
減

 　

必
要
な
業
務
改
善
に
取
り
組

み
、
維
持
管
理
費
を
削
減
し
て

い
き
ま
す
。

○
利
用
者
負
担
の
適
正
化

 　

受
益
と
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
利
用
者
負

担
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
民
間
活
力
に
よ
る
管
理
運
営

 　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、

地
域
に
よ
る
自
主
的
な
管
理
運

営
等
、
多
様
で
柔
軟
性
の
あ
る

管
理
手
法
の
採
用
や
業
務
の
一

部
委
託
等
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

■
保
有
総
量
の
削
減

今
後
の
人
口
推
計
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
変
化
、
財
政
状
況
の
予
測
を

踏
ま
え
、
実
現
可
能
な
施
設
保
有

量
の
削
減
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■ 

施
設
の
多
機
能
化
・
複
合
化
の

推
進

「
施
設
あ
り
き
」
で
は
な
く
施

設
機
能
を
重
視
し
、
機
能
は
で
き

る
だ
け
維
持
し
つ
つ
施
設
は
削
減

す
る
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
し

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
運
営

○
長
寿
命
化
の
推
進

 　

施
設
の
安
全
性
や
利
便
性
を

確
保
し
な
が
ら
、的
確
な
維
持
・
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サ
イ
ト
は
日
本
語
だ
け
ど
、
実
は
海
外
通
販
？

【
事
例
】

高
校
生
の
息
子
が
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
シ
ュ
ー

ズ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
注
文
し
た
。

サ
イ
ト
は
日
本
語
だ
っ
た
が
、
商
品
の
説
明

文
の
日
本
語
が
不
自
然
だ
っ
た
り
、
中
国
語
の

文
字
が
混
じ
っ
て
い
た
の
で
不
審
に
思
っ
た
が
、

代
金
を
振
り
込
ん
だ
。

後
日
、
商
品
が
国
際
郵
便
で
届
い
た
。
中
を

開
け
て
み
る
と
、
注
文
し
た
シ
ュ
ー
ズ
の
色
が

違
う
上
に
、
作
り
も
粗そ

ざ
つ雑
で
偽に

せ
も
の物
だ
と
分
か
る

も
の
だ
っ
た
。

「
注
文
し
た
商
品
と
違
う
。
交
換
希
望
」
と
再

三
メ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
が
、
何
の
連
絡
も
な
い
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

海
外
の
通
販
サ
イ
ト
で
注
文
し
た
と
こ
ろ
、

「
届
い
た
商
品
が
模
倣
品
の
よ
う
だ
」「
代
金
を

支
払
っ
た
の
に
商
品
が
届
か
な
い
」
と
い
っ
た

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
イ
ト
内
の
日
本
語
が
不
自
然
で
あ
る
と
き

は
注
意
が
必
要
で
す
。

事
業
者
の
住
所
や
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
事

前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
し

か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
サ
イ
ト
は
危
険

で
す
。
ま
た
、
極
端
に
値
引
き
さ
れ
て
い
る
場

合
は
模
倣
品
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

不
審
に
思
っ
た
時
、
困
っ
た
時
は
、
早
め
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
を

問 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
70
‐
１
３
２
２
）

「
還
付
金
」
＋
「
Ａ
Ｔ
М
」
＝
サ
ギ
！

【
事
例
】

市
役
所
職
員
を
名
乗
り
、「
医
療
費
の
還
付
が

あ
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

「
金
融
機
関
で
は
還
付
に
対
応
で
き
な
い
の
で

近
く
の
ス
ー
パ
ー
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
の
で

ス
ー
パ
ー
に
行
き
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
携
帯
電
話
の
指

示
ど
お
り
操
作
を
し
た
ら
、
１
０
０
万
円
近
く

送
金
し
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

「
お
金
が
戻
り
ま
す
」
と
い
う
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
ら
、
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。
市
役
所

等
の
公
的
機
関
の
職
員
が
、
医
療
費
等
の
還
付

金
受
け
取
り
の
た
め
に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
行

う
よ
う
電
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ダマされないダマされない

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に
注
意

還
付
金
詐さ

ぎ欺
に
注
意
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Information

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

第
６
回
市
武
道
大
会
﹇
12
月
１
日

／
水
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
柔

道
場
﹈（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
）

【
柔
道
の
部
】﹇
団
体
戦
﹈
▼
小
学

生
の
部
①
東
海
柔
道
ス
ポ
少
②
那

珂
市
柔
道
ス
ポ
少
③
大
子
柔
道
会

▼
中
学
生
の
部
①
那
珂
市
柔
道
ス

ポ
少
②
水
府
柔
道
ス
ポ
少
﹇
個
人

戦
﹈
▼
小
学
２
年
生
以
下
男
子
の

部
（
就
学
前
含
む
）
①
箕
輪
透
流

（
東
海
柔
道
ス
ポ
少
）
②
村
井
貴

洋
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
③
牛

木
公
星
（
大
子
柔
道
会
）
③
鯉
沼

琉
生
（
大
子
柔
道
会
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
を

払
い
、
も
し
人
権
が
侵
さ
れ
た
人

が
い
た
と
き
は
、
そ
の
解
決
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
人
権
の
大
切
さ

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す

▼
小
学
３
年
生
以
下
女
子
の
部

（
就
学
前
含
む
）
①
吉
井
静
香
（
金

郷
柔
道
ス
ポ
少
）
②
古
茂
田
咲

弥
（
大
子
柔
道
会
）
③
黒
澤
朋
華

（
東
海
柔
道
ス
ポ
少
）
▼
小
学
３
・

４
年
生
男
子
の
部
①
増
田
凛
之
介

（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
②
中
嶋

龍
輝
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
③

宇
野
澤
流
星（
水
府
柔
道
ス
ポ
少
）

③
小
野
真
瞳（
東
海
柔
道
ス
ポ
少
）

▼
小
学
４
・
５
・
６
年
生
女
子
の
部

①
村
井
美
香
子
（
東
海
柔
道
ス
ポ

少
）
②
青
山
ひ
な
を
（
東
海
柔
道

ス
ポ
少
）
③
青
砥
里
奈
（
久
米
柔

道
ス
ポ
少
）
▼
小
学
５
・
６
年
生

男
子
の
部　

①
増
子
陸
斗
（
水
府

柔
道
ス
ポ
少
）
②
増
子
大
樹
（
那

珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
③
箕
輪
涼
真

（
東
海
柔
道
ス
ポ
少
）
③
須
山
傑

（
東
海
柔
道
ス
ポ
少
）
▼
中
学
生

男
子
の
部
①
窪
木
達
也
（
那
珂
市

柔
道
ス
ポ
少
）
②
吉
田
悠
人
（
那

珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
③
海
老
根
弘

人
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
③
関

野
遥
斗
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）

▼
中
学
生
女
子
の
部
①
木
名
瀬
七

海
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
②
宮

本
千
里
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）

③
後
藤
未
咲（
水
府
柔
道
ス
ポ
少
）

【
剣
道
の
部
】﹇
団
体
戦
﹈
▼
小
学

生
低
学
年
の
部
①
里
神
館
Ａ
②
小

里
剣
道
ス
ポ
少
Ａ
③
里
神
館
Ｂ

✿

✿

ご
支
援
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

善
意
あ
り
が
と
う

　

 

幡
寿
会 

様
＝
社
会
福
祉
事
業
の

た
め　

７
０
３
２
円

◇ 

ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
（
平
成

25
年
12
月
17
日
〜
１
月
27
日
受
入
分
）

　

 

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、
寄
附

を
い
た
だ
い
た
方
で
す
。

　

 

唐
澤
光
子 

様（
東
京
都
文
京
区
）

　
　

 

20
万
円
〔
自
然
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
〕

　

澤
幡
仁 

様（
東
京
都
江
戸
川
区
）

　
　

 

10
万
円
〔
歴
史
文
化
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
〕

問 

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内

線
１
４
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
敬
称
略
）

氏　

名

住　

所

大
森　

眞
一

栄
町

大
畠　

正
芳

幡
町

根
本　
　

肇

沢
目
町

沢
幡　

幸
雄

稲
木
町

髙
橋　

静
子

大
森
町

大
曽
根
民
子

花
房
町

生
天
目　

操

下
利
員
町

五
十
嵐
三
枝
子

松
平
町

大
須
賀　

治

西
染
町

豊
田　

洋
子

小
妻
町

▼
小
学
生
高
学
年
の
部
①
青
龍
剣

士
隊
②
里
神
館
Ａ
③
河
内
少
年
剣

道
会
▼
中
学
生
男
子
の
部
①
峰
山

中
②
水
府
中
③
里
美
中
Ａ
▼
中
学

生
女
子
の
部
①
太
田
中

﹇
個
人
戦
﹈
▼
小
学
２
年
生
以
下

の
部
①
阿
部
季
理
（
里
神
館
）
②

関
根
倭
（
山
田
ス
ポ
少
）
③
髙
島

亜
湖（
里
神
館
）③
大
森
葉
音（
里

神
館
）
▼
小
学
３
・
４
年
生
の
部

①
春
山
潤
（
里
神
館
）
②
佐
川
翔

真
（
翔
龍
館
）
③
阿
部
紫
音
（
翔

龍
館
）
③
小
松
伯
大
（
里
神
館
）

▼
小
学
５
・
６
年
生
の
部
①
大
部

ひ
か
り
（
里
神
館
）
②
篠
原
颯
太

（
里
神
館
）
③
後
藤
大
士
（
河
内

少
年
剣
道
会
）
③
岡
崎
翔
汰
（
里

神
館
）
▼
中
学
生
男
子
の
部
①
須

藤
晴
貴
（
里
美
中
）
②
佐
川
竜
也

（
瑞
竜
中
）③
小
室
隆
輝（
峰
山
中
）

③
宇
野
翔
（
峰
山
中
）
▼
中
学
生

女
子
の
部
①
阿
部
鈴
奈（
里
美
中
）

②
五
島
佑
佳
（
太
田
中
）
③
川
俣

陽
菜（
峰
山
中
）③
矢
橋
未
那（
里

美
中
）

第
32
回
市
民
卓
球
大
会（
個
人
戦
）

﹇
12
月
９
日
／
山
吹
運
動
公
園
市

民
体
育
館
﹈（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
）

▼
小
学
生
男
子
の
部
①
武
子
朝
哉

（
山
田
小
・
瑞
竜
ク
ラ
ブ
）
②
前
田

真
哉
（
久
米
小
・
ク
ラ
ブ
吉
村
）
③

篠
原
一
希
（
久
米
小
・
ク
ラ
ブ
吉
村
）

▼
小
学
生
女
子
の
部
①
阿
久
津
美

孔
（
久
米
小
・
ク
ラ
ブ
吉
村
）
▼
中

学
生
男
子
の
部
①
塩
原
範
大
（
太
田

中
）
②
鈴
木
力
也
（
南
中
）
③
矢
部

和
哉（
瑞
竜
中
）③
佐
藤
稜
斗（
南
中
）

▼
一
般
男
子
１
部
①
柏
拓
人
（
球
友

ク
ラ
ブ
）
②
椎
名
知
也
（
球
友
ク
ラ

ブ
）
③
鈴
木
圭
（
球
友
ク
ラ
ブ
）
③

矢
作
涼
（
球
友
ク
ラ
ブ
）
▼
一
般
男

子
２
部
①
與
沢
光
男
（
カ
ワ
サ
キ
）

②
河
井
保
（
カ
ワ
サ
キ
）
③
武
子
勝

徳（
瑞
竜
ク
ラ
ブ
）③
大
森
正
志（
カ

ワ
サ
キ
）
▼
一
般
女
子
２
部
①
宇
野

祥
子（
大
成
高
）②
田
口
ル
リ
子（
カ

ワ
サ
キ
）
③
篠
原
弘
子
（
ニ
コ
ニ
コ
）

③
武
子
優
子
（
瑞
竜
ク
ラ
ブ
）
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ま
ち
の
話
題

12 月 19 日～ 20 日、牛久南中の 2年生 69 人が金砂
地区と里美地区で農家民泊
体験をしました。これはグ
リーンふるさと振興機構が
主催し、中学校の共同生活
学習の一環として行われた
もの。金砂地区では、かな
さ笑楽校で「そば打ち体験」、
里美地区では荒蒔邸で「田
舎料理づくり体験」などを
行いました。

1月 11 日、市消防出初め式がパルティホールで開催
されました。市役所からパルティホールまでのパレー
ドでは、今年から太田一高・佐竹高合同による演奏を
実施。消防職員・団
員 823 人、消防車両
55 台、婦人防火クラ
ブ員、また防火衣を
着た子どもたちや親
子も参加しました。
また、パルティホー
ルでは、今年から瑞
竜中・峰山中合同に
よる演奏で分

ぶんれつ

列行進
の後、消防署員によ
る救出展示訓練を行
いました。
アトラクションと
して、太田あすなろ
保育園幼年消防クラ
ブ員による体操や鼓
笛演奏、式典では多
年にわたり消防団で
活躍された優秀な団
員等に対し表彰が行
われました。

12 月 26 日、図書館本館でぬいぐるみお泊り会が行
われました。子どもたちの大好きなぬいぐるみが、今
日だけは図書館にお泊り。夜、ぬいぐるみたちはどん
なことをして過ごした
のでしょうか。本を読
んだり、かくれんぼを
したり？子どもたちに
はその様子を撮影した
写真がプレゼントされ
ました。

そば切りに挑戦

高校生の演奏は今年が初めて

建物の屋上から救出する訓練

太田あすなろ保育園児の見事な鉄棒
クマさんの読み聞かせ

m
y tow

n new
s 

消
防
団
員
は
、
職
業

を
持
つ
傍

か
た
わ

ら
「
我

が
ま
ち
の
安
全
を
守

る
」
と
い
う
使
命
感

の
も
と
、
地
域
の
防

災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
幅
広
く
活
躍

し
て
い
ま
す
。
特
に

地
域
の
皆
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
た
活
動
は
、
防
災

に
強
い
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。

各
地
域
で
活
躍
す
る

消
防
団
に
、
あ
な
た

の
入
団
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

 【
消
防
団
Ｑ
＆
Ａ
】

Q
活
動
内
容
は
？

A 
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
消

防
署
と
一
体
と
な
っ
て
火
災
の

消
火
や
救
助
、
救
護
活
動
を
行

い
ま
す
。
普
段
は
災
害
に
対
す

る
訓
練
の
ほ
か
、
市
民
の
防
災

意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
火
災

予
防
、
応
急
手
当
の
指
導
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

Q
消
防
団
員
の
身
分
は
？

A 
消
防
団
員
は
、
非
常
勤
特
別
職

消防団員、機能別消防団員（消防団員ＯＢ）
を募集しています　    問市消防本部総務課☎ 73‐1193

の
公
務
員
。
災
害
出
動
な
ど
公

的
な
活
動
を
行
う
た
め
、
消
防

団
員
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
市
条
例
な
ど
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q
待
遇
や
補
償
は
？

A 
消
防
団
員
に
は
、
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
活
動
服
な
ど
を

貸
与
。
年
間
一
定
額
の
報
酬
と
、

訓
練
・
災
害
出
動
に
は
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
退
職
報
償

金
（
勤
続
５
年
以
上
）
も
あ
り
、

活
動
中
の
ケ
ガ
な
ど
に
は
、
公

務
災
害
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

Q
入
団
の
資
格
は
？

A 
常
陸
太
田
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
、
18
歳
以
上
で

心
身
と
も
に
健
康
な
方

Q
機
能
別
消
防
団
員
と
は
？

A 
今
ま
で
に
消
防
団
員
と
し
て
５

年
以
上
経
験
の
あ
る
方
で
、
活

動
内
容
は
水
・
火
災
等
の
災
害

活
動
の
み
で
す
。
原
則
行
事
や

訓
練
に
は
参
加
し
ま
せ
ん
。
身

分
・
待
遇
・
補
償
は
消
防
団
員

と
同
じ
で
す
。

Q 
や
っ
て
み
よ
う
か
な
、
と
思
う

ん
で
す
け
ど

A 
地
元
の
分
団
長
ま
た
は
常
陸
太

田
市
消
防
本
部
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Information
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まちの話題 my town news 

12 月 22 日、高柿集落センターで高柿子ども会と高
柿福寿会（老人会）の交流会が行われ、50 人以上が参
加。日本けん玉協会水戸支部や西山研修所から指導者
を招き、けん玉やコマ回しなどの昔の遊びを楽しみま
した。子どもたちは、お年寄りから遊び方を教わると、
時間を忘れるほど夢
中になって遊び、お
腹がすくとお母さん
たちの作ったカレー
ライスをおいしく食
べていました。

1月 21日、パルティホールでピアニシモくらぶ主催
のくぼたまさとさんとあそぼが行われました。集まった
大勢の親子連れは、くぼたさんが身近なビニール袋や紙
皿で作るペンギンやクジラの工作を見てびっくり。子ど
もたちも一緒に
作り楽しみまし
た。最後に缶バッ
チのお土産をも
らい、じょうづる
さんのボードの
前で記念写真を
撮っていました。

１月 12 日、第 7回目となる上河合町鳥追いまつり
が行われました。参加した皆さんは、大小 2つの鳥追
い小屋でおも
ちを焼いて食
べたり、豚汁な
どでお腹いっ
ぱい。子どもた
ちは小屋の暖
かさに驚いた
り、田んぼを走
り回って楽しんでいました。日暮れと同時に鳥追い小
屋に火が付けられ、豊作を祈りました。
同日、瑞龍町小野集
会所でどんど焼き（ワー
ホイ）・まゆ玉飾りが行
われました。地元町会
や子ども会など約 80 人
ほどが参加。正月飾り
や書き初め用紙などを
「ワーホイ」と声を出しながら燃やし、またまゆ玉を
飾って、五穀豊穣・家内安全を祈念しました。
1 月 18 日、茅根町鳥追

いまつりが行われました。
田んぼに、わらや竹で鳥追
い小屋を作り、中で子ども
たちがもちや豚汁などを食
べながら楽しみました。

1月 25 日、第 8回大人のためのおはなし会が図書館
本館 2階集会室で行われました。常陸太田図書館友の
会の会員が練習を積み重ね、小説・エッセイ・民話・
落語・童話などを大人に向けてお話ししました。聞き
にきたお客さんもその朗読のクオリティの高さに驚い
ていました。元 IBS アナウンサー・ないとうきみこさ
んのゲス
ト朗読も
ありまし
た。

タイミングを合わせて

豊作を祈り鳥追い小屋に火を放った

風船でヨーイドン ボードからハイパチリ

今年も幸久小 3年生が、小さな鳥追い
小屋を作った

リングキャッチャー不思議だな

新美南吉の
童話「おし
どり」より

1月 18 日、里美ふるさと農園で栽培した安全安心な
野菜を使用し、料理ともちつき体験をミックスした新
春イベントが里美ふれあい館で行われました。
市内外から集まった 40 人ほどの参加者は、もちつ

きをして里美産品の
料理に舌鼓。メニュー
は地元ならではの大
根のキンピラやけん
ちん汁・漬物・和え
物などに石窯ピザや
和牛など盛りだくさ
んでした。

㊧それみんなで力を合わせてペタン
ペタン㊨わあ食べきれないよー
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三才町

桧山果樹園の苺園

甲稲荷神社

諏訪神社

里川橋

金持ち地蔵

スタート・ゴール

P

④

①

②

③

⑥

慶壽院⑤

市役所

県常陸太田
合同庁舎

至里美地区

至那珂市

里川

塙製菓

国道 293 号

至日立市

国
道
３
４
９
号
バ
イ
パ
ス

大畠酒店

地域の馬頭観音や地蔵尊が
集められ祭られている

諏訪神社

慶
けいじゅ

壽院

里川橋（仮橋）

八幡太郎義家が甲を納めたと
の言い伝えがあり、小さいな
がらも地域の方の手で大切に
祭られている

昔、街道を行き交う商
人がお参りしたところ、
大変栄えたことから金
持ちになれると、いつ
しか「金持ち地蔵」と
呼ばれるようになった

三才町は農業も盛ん。3月 1
日からイチゴ狩りが始まる

金持ち地蔵

諏訪神社の境内には桜が
あり、春にはきれいに咲
く。また三才町夏祭りの
会場でもあり地域コミュ
ニティの中心になってい
る

桧山果樹園の苺
いちご

園

現在国道 293 号に架かる
里川橋が震災により仮橋と
なっていて、大規模な橋の
架け替え工事が進められて
いる

甲稲荷神社

④ 

⑥ 

①

②

⑤ 

③

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

33
  
文化課エコミュージアム推進室（内線 541） 

20

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。
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山
田
小
学
校
は
、
創
立
１
０
１
周
年
を

迎
え
た
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。

今
年
度
は
、

67
人
の
児
童
と

19
人
の
教
職
員

の
合
計
86
人
で

新
た
な
歴
史
を

刻
み
始
め
て
い

ま
す
。

三世代
交流会

お花見交流会

ヤマメ
放流
体験

創立 100 周年・石の記念碑

臼杵市「二孝女訪問団」
との交流

二孝女物語・学習の成果を発表

◆◆

◆

太田中  女子バレーボール部 南中  女子卓球部

　

昨
秋
の
市
新
人
戦
で
は
シ
ン
グ
ル

ス
・
ダ
ブ
ル
ス
と
も
に
優
勝
。
総
体

で
は
県
北
大
会
の
壁
を
突
破
し
、
県

大
会
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
部

員
は
２
年
生
11
人
、
１
年
生
７
人
。

廣
木
良
香
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、「
卓
球

を
と
お
し
て
精
神
力
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
練
習
な
ど
で
は
み
ん
な

よ
り
早
く
行
動
し
て
、
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
声
を
か
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
、
顧
問
の
富
永

佐
江
子
先
生
は
、「
部
全
体
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
一
人
ひ
と
り
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
み
ん
な
で
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
強
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

過
去
に
県
大
会
優
勝
の
輝
か
し
い

実
績
を
持
つ
太
田
中
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
。
現
在
の
部
員
は
２
年
生

７
人
、
１
年
生
６
人
。
橋
本
夏
海

キ
ャ
プ
テ
ン
は
、「
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
迷
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、

お
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ
て
い
ま

す
。チ
ー
ム
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
、

助
け
合
い
な
が
ら
目
標
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
顧
問
の

佐
藤
寿
弘
先
生
は
、「
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
通
じ
て
、
助
け
合
う
心
や
努
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
生
活

に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

本
校
は
心
の
教
育
を
基
盤
と
し
て
、
知

徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
児
童
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
玉
と
な
る

の
が
、
本
校
の

学
区
に
あ
る
青

蓮
寺
に
伝
わ
る
、

「
豊
後
国
の
二

孝
女
物
語
」
の

学
習
で
す
。
思

い
や
り
や
優
し

さ
、
家
族
の

Vol.10our school life

■
児
童
数
67
人

絆
や
人
々
の
絆
を
、

郷
土
に
伝
わ
る
史

話
か
ら
学
び
な
が

ら
、
心
豊
か
な
児

童
の
育
成
を
進
め

て
い
ま
す
。

お
花
見
交
流

会
・
学
区
探
検
・

ヤ
マ
メ
の
放
流

体
験
・
三
世
代

交
流
会
な
ど
、

多
様
な
体
験
活

動
を
と
お
し
て
、

地
域
の
方
々
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、
郷
土

を
愛
し
社
会
に
尽
く
す
人
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。



今月は「太田あすなろ保育園」で～す太田あすなすな「太太田あ「太
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表紙に
よせて

日本最大・高さ 100 ｍのバンジージャンプが竜神大吊橋に登場！。3月 1日のオープンに先立ち、1月 11 日には新成人 9人が見事
なダイブを見せました。現在予約受付中です。お問い合わせは「バンジージャパン」☎ 0294-33-9747  www.bungyjapan.com

　◇ 対象　市内に住所を有する平成 25 年 4 月生まれのお子
さん（4月号掲載分）

　  ◇応募締切　3月 6日木
　 ◇ 必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・
住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号

　◇ その他　メールの場合は写真データを添付してください
（ＪＰＥＧ形式で 3ＭＢ以内）。応募された写真は返却し
ませんのでご了承ください。

　申  問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田市金井
町 3690 ／メールアドレス　joho2@city.hitachiota.lg.jp
／内線 303・304）

おめでとう！
はじめての

2 月で１歳です！元気
に

すく
すく

宇須井優
ゆうま

守くん
2月 1日（天神林町）

海老根匠
しょうご

悟くん
2月 3日（竹合町）

小林瑠
る あ

愛ちゃん
2月 19日（磯部町）

金澤佐
さ ち

知ちゃん
2月 22日（和田町）

関一
かずま

将くん
2月 28日（幡町）

薄井星
せいら

羅ちゃん
2月 18日（真弓町）

野田いろはちゃん
2月 7日（山下町）


